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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第２四半期
連結累計期間

第74期
第２四半期
連結累計期間

第73期

会計期間

自平成24年
４月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日

至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日

至平成25年
３月31日

売上高（千円） 2,432,255 4,877,927 7,532,490

経常利益

又は経常損失（△）（千円）
△114,531 136,029 44,608

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失（△）（千円）
△112,423 66,086 30,247

四半期包括利益又は包括利益（千円） △112,262 106,143 61,480

純資産額（千円） 3,724,729 3,953,225 3,898,472

総資産額（千円） 5,637,133 7,484,289 8,076,414

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）（円）
△15.31 9.00 4.12

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 66.07 52.82 48.27

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△311,694 △205,178 1,218,902

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△33,960 △14,639 135,284

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△51,171 △51,344 △51,309

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
2,454,162 3,882,704 4,153,867

　

回次
第73期

第２四半期
連結会計期間

第74期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日

至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）（円）
△9.90 3.20

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含んでおりません。

３．第73期及び第74期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第73期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在していないため記

載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当企業グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】
　（注）　「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループが判断したものでありま

す。

(1）業績の状況

連結経営成績

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、米国を始めとする海外経済の復調、及びアベノミクスによ

る円高修正効果から輸出が持ち直し、加えて増加する公共投資が相まって、緩やかな回復基調が続いております。

建設業界におきましては、公共事業と共に民間設備投資も緩やかに回復しており、土木・建築共に需要は増加

しております。しかし、技能労働者の不足から労務費が大幅に上昇しており、工事受注は慎重にならざるを得ない

状況にあります。また、運輸業界におきましても、景気上昇により貨物輸送量は増加しておりますが、燃料価格の

高止まりが、依然経営を圧迫しております。

このような状況の下で、当企業グループは主力たる建設事業において、採算確保を全力で図りつつ、受注獲得

に努めてまいりました。当第２四半期連結累計期間における建設事業の受注高は、前年同期比41億74百万円増の85

億23百万円となり、通期受注計画100億円に対する進捗率は85.2％となっております。

売上高につきましては、運輸事業において、積載物メーカーの設備点検に伴う操業一時停止影響を受け減少い

たしましたが、建設事業については期首繰越工事の施工進捗、及び当期中の工事受注高も順調に推移したことか

ら、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比24億45百万円増の48億77百万円となりました。

次に、利益につきましては建設事業の大幅な増収影響から、当第２四半期連結累計期間の営業利益は１億25百

万円で前年同期比２億52百万円の増益、経常利益は１億36百万円で前年同期比２億50百万円の増益となりました。

また、今後不用となる見込みの建物に対し減損損失21百万円を計上しておりますが、四半期純利益につきまし

ても66百万円と前年同期に比べ１億78百万円の増益となりました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

 売　　上　　高 セグメント利益（営業利益）

・建設事業 47億68百万円（前年同期比 107.1％増） １億11百万円 （前年同期は１億46百万円の損失）

・運輸事業 １億９百万円（前年同期比 15.3％減） 13百万円 （前年同期比 26.9％減）

　

連結財政状態

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は58億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ、６億20百万円

減少いたしました。これは主に前連結会計年度末の債務の支払が進展したことにより現金預金が２億71百万円減少

したことに加え、受取手形・完成工事未収入金等が２億18百万円減少したことによるものであります。固定資産は

16億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ、28百万円増加いたしました。これは主に建物・構築物が17百万円

減少し、投資有価証券が54百万円増加したことによるものであります。

この結果、資産合計は74億84百万円となり、前連結会計年度末に比べ、５億92百万円減少いたしました。
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（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は32億１百万円となり、前連結会計年度末に比べ、６億38百万円

減少いたしました。これは主に前連結会計年度末における支払債務の決済の進展により、支払手形・工事未払金等

が４億39百万円減少したこと、及び未成工事受入金が３億９百万円減少したことによるものであります。固定負債

は３億29百万円となり、前連結会計年度末に比べ、８百万円減少いたしました。

この結果、負債合計は35億31百万円となり、前連結会計年度末に比べ、６億46百万円減少いたしました。

　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は39億53百万円となり、前連結会計年度末に比べ、54百万円増

加いたしました。これは主に利益剰余金の増加14百万円及びその他有価証券評価差額金40百万円増加したことによ

るものであります。

この結果、自己資本比率は52.8％（前連結会計年度末は48.3％）となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下 「資金」という。）は、38億82百万円とな

り、前連結会計年度末より２億71百万円減少いたしました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、２億５百万円の資金の減少となりました。その主な要因は、売上債権の

減少２億18百万円及び税金等調整前四半期純利益１億13百万円等により資金が増加する一方、仕入債務が４億39

百万円減少したことに加え、未成工事受入金の３億９百万円減少等により資金が減少したことによるものであり

ます。（前第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、３億11百万円の資金の減少）

　

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、14百万円の資金の減少となりました。その主な要因は、有形固定資産の

取得による支出７百万円、無形固定資産の取得による支出４百万円、及び投資有価証券の取得による支出２百万

円等によるものであります。（前第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、33百万円の

資金の減少）

　

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、51百万円の資金の減少となりました。その要因は、配当金の支払額51百

万円によるものであります。（前第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、51百万円の

資金の減少）

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　特記事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成25年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,500,000 同左　
㈱東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 7,500,000 同左　　 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 7,500,000 － 723,000 － 472,625
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

富士京不動産株式会社 兵庫県姫路市別所町北宿816番地２ 2,413,000 32.17

ソネック取引先持株会 兵庫県高砂市曽根町2257番地の１ 912,000 12.16

ソネック社員持株会 兵庫県高砂市曽根町2257番地の１ 477,500 6.37

渡辺　健一 兵庫県姫路市 215,000 2.87

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 200,000 2.67

株式会社みなと銀行 神戸市中央区三宮町二丁目１番１号 200,000 2.67

株式会社ソネック 兵庫県高砂市曽根町2257番地の１ 158,493 2.11

山本　組子 兵庫県高砂市 100,000 1.33

吉田　穣 兵庫県高砂市 100,000 1.33

渡邊　弘 兵庫県姫路市 89,000 1.19

計 － 4,864,993 64.87

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）　

－ 単元株式数1,000株
普通株式 158,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,338,000 7,338 同上

単元未満株式 普通株式 4,000 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数  7,500,000 － －

総株主の議決権 － 7,338 －

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ソネック
兵庫県高砂市曽根町

2257番地の１
158,000 － 158,000 2.11

計 － 158,000 － 158,000 2.11

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,159,867 3,888,704

受取手形・完成工事未収入金等
※2 2,052,282 1,834,243

未成工事支出金 28,571 45,166

不動産事業支出金 403 403

材料貯蔵品 1,789 1,143

繰延税金資産 26,326 50,733

その他 187,308 15,592

貸倒引当金 △20,270 △20,220

流動資産合計 6,436,278 5,815,766

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 427,598 409,845

機械、運搬具及び工具器具備品 255,718 257,897

土地 721,959 721,959

減価償却累計額 △533,363 △541,880

有形固定資産合計 871,912 847,821

無形固定資産 9,945 13,003

投資その他の資産

投資有価証券 603,071 657,233

会員権 69,400 69,400

繰延税金資産 88,288 83,586

その他 43,678 43,636

貸倒引当金 △46,160 △46,160

投資その他の資産合計 758,278 807,697

固定資産合計 1,640,135 1,668,522

資産合計 8,076,414 7,484,289
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等
※2 3,167,460 2,727,809

未払法人税等 6,935 78,691

未成工事受入金 562,034 252,355

完成工事補償引当金 7,000 8,000

工事損失引当金 5,400 30,200

賞与引当金 37,500 50,000

その他 53,017 54,154

流動負債合計 3,839,346 3,201,211

固定負債

退職給付引当金 237,568 238,092

役員退職慰労引当金 100,886 91,619

その他 140 140

固定負債合計 338,595 329,851

負債合計 4,177,941 3,531,063

純資産の部

株主資本

資本金 723,000 723,000

資本剰余金 472,625 472,625

利益剰余金 2,705,797 2,720,493

自己株式 △46,217 △46,217

株主資本合計 3,855,205 3,869,901

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 43,267 83,324

その他の包括利益累計額合計 43,267 83,324

純資産合計 3,898,472 3,953,225

負債純資産合計 8,076,414 7,484,289
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 2,432,255 4,877,927

売上原価 2,346,228 4,528,417

売上総利益 86,026 349,510

販売費及び一般管理費
※ 213,317 ※ 224,147

営業利益又は営業損失（△） △127,290 125,362

営業外収益

受取利息 5,345 2,034

受取配当金 4,832 4,310

受取賃貸料 1,783 1,690

還付加算金 － 3,678

その他 3,315 1,652

営業外収益合計 15,277 13,367

営業外費用

賃貸費用 2,207 2,372

その他 310 328

営業外費用合計 2,518 2,700

経常利益又は経常損失（△） △114,531 136,029

特別利益

固定資産売却益 1,859 －

収用補償金 17,716 －

特別利益合計 19,575 －

特別損失

固定資産除却損 6,833 1,135

投資有価証券評価損 51,961 －

貸倒引当金繰入額 110 －

減損損失 － 21,880

特別損失合計 58,904 23,015

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△153,860 113,014

法人税、住民税及び事業税 12,619 77,885

法人税等調整額 △54,056 △30,958

法人税等合計 △41,437 46,927

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△112,423 66,086

四半期純利益又は四半期純損失（△） △112,423 66,086
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△112,423 66,086

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 160 40,057

その他の包括利益合計 160 40,057

四半期包括利益 △112,262 106,143

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △112,262 106,143

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△153,860 113,014

減価償却費 14,738 10,981

減損損失 － 21,880

投資有価証券評価損益（△は益） 51,961 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26,890 △50

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △3,000 1,000

工事損失引当金の増減額（△は減少） 43,500 24,800

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,600 12,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,565 524

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,440 △9,267

受取利息及び受取配当金 △10,177 △6,345

売上債権の増減額（△は増加） 2,719,174 218,038

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △38,435 △15,949

仕入債務の増減額（△は減少） △2,752,650 △439,650

未成工事受入金の増減額（△は減少） 281,963 △309,678

その他 △398,756 118,757

小計 △251,708 △259,444

利息及び配当金の受取額 9,753 6,352

法人税等の還付額 － 59,249

法人税等の支払額 △69,739 △11,336

営業活動によるキャッシュ・フロー △311,694 △205,178

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △30,727 △7,163

有形固定資産の売却による収入 1,887 －

無形固定資産の取得による支出 － △4,550

投資有価証券の取得による支出 △4,267 △2,852

その他 △853 △73

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,960 △14,639

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △51,171 △51,344

財務活動によるキャッシュ・フロー △51,171 △51,344

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △396,827 △271,163

現金及び現金同等物の期首残高 2,850,989 4,153,867

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 2,454,162 ※ 3,882,704
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

下記の得意先の分譲マンション販売にかかる手付金等受領額に対して、信用保証会社へ保証を行っております。　

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

ヤング開発㈱ 14,600千円 24,800千円

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

満期手形の会計処理については、手形交換日をもって処理しております。なお、前連結会計年度末日が金融機関の

休業日であったため、当該休業日を満期日とする下記の手形が前連結会計年度末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形 20,394千円 －千円

支払手形 315,938 －

　

（四半期連結損益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

役員報酬 26,163千円 21,669千円

従業員給料手当 82,473 83,581

賞与引当金繰入額 12,802 13,284

退職給付費用 6,850 5,342

役員退職慰労引当金繰入額 2,571 2,499

貸倒引当金繰入額 △19,184 △50

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金預金勘定 2,460,162千円 3,888,704千円

保証金として差し入れている現金預金

（定期預金）
△6,000 △6,000

現金及び現金同等物 2,454,162 3,882,704
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月25日

定時株主総会
普通株式 51,390 ７　  平成24年３月31日  平成24年６月26日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 51,390 ７　　  平成25年３月31日  平成25年６月26日 利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 建設事業 運輸事業
合　計
（注）

売上高    

(1）外部顧客への売上高 2,302,987 129,267 2,432,255

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 2,302,987 129,267 2,432,255

セグメント利益又はセグメント

損失（△）
△146,096 18,805 △127,290

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しておりま

す。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 建設事業 運輸事業
合　計
（注）

売上高    

(1）外部顧客への売上高 4,768,488 109,438 4,877,927

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 4,768,488 109,438 4,877,927

セグメント利益 111,621 13,741 125,362

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

    「建設事業」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を21,880千円計上しております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△15円31銭 9円00銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△112,423 66,086

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は普通株式に

係る四半期純損失金額（△）（千円）
△112,423 66,086

普通株式の期中平均株式数（株） 7,341,507 7,341,507

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在していないため記載しておりません。当第２四半期連結累計期間の潜在株

式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

    

   平成25年11月７日

株式会社ソネック    

 取　締　役　会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 仲　尾　　彰　記　　　印

    

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 岡　本　　健一郎　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソネッ

クの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成

25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソネック及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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